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0. 本発表のテーマ 
　中央アジアから北アフリカに至る広大な地域で用いられている現代アラビア語諸方言は、言
語的、文化的に古典アラビア語との共通点を保持しながらも、音韻、語彙、形態、統語的にそ
れぞれ独自の特徴を発達させてきた。ここで扱うモダリティに関わる言語形式もその１つであ
る。しかし、その記述研究においては、これまでのところ語彙論的に解釈されるか、動詞に随
伴する現象として捉えられることが多く、モダリティという枠組みでの議論はこれからの課題
である。本発表は、北アフリカのチュニジア共和国の首都チュニスで話されているアラビア語
変種（これ以降、チュニス方言と呼ぶ）の命題提示に関わるモダリティ（Propos i tonal 
Modality）表現を取り上げ、文法的な主題の人称に着目しながら、その言語形式の体系化を試み
る。 

1. チュニス方言の概略 
　この言語の動詞には、人称（1./2./3.）・単複（sg./
pl.）・性（m./f.、ただし3人称単数のみ）によって活
用する完了形（perf.）と未完了形（impf.）の2系列が
ある（詳しくはGibson 2009を参照されたい）。未完
了形においては、古典アラビア語に存在する直接法・
接続法・希求法の法の区別は少なくとも形態的には失
われている。名詞には男性・女性の2つのクラスがあ
り、単複の区別も持つ。名詞は格変化しないが、人称
辞には、対格（acc.）、属格（gen.）に加えて主格
（nom.）の3系列が存在する（熊切 2010。右の表を参
照）。主語は動詞文の場合は動詞活用によって示され
るため、これに対応する名詞や人称詞は文においては必須の要素ではない。語順はVO型であ
り、独立したSはOの前後に現れうる。また、この言語は主語や目的語、前置詞の補語を文頭に
置くことで主題化することができる。ただしその場合には、主題以降の文中において主題に一
致する人称接辞（動詞の場合は屈折辞）が再び現れる。次の例(1)では、主題がbiːruː、再述され
る人称辞が前置詞fiː-に付された3人称単数男性形の属格人称辞-hである。 

 (1) w-biːruː              ħatˤtˤ                   fiː-h                 kaːtib [I-214]  
      そして-事務所       置くperf.3.sg.m.  ～中に-3.sg.m.  秘書 
 「そして、事務所はといえば彼はそこに秘書を置いた。」 

　本発表では、このような再述性のある文法的な主題を主題とし、意味的な、もしくは情報構
造的な主題とは区別して扱う。 

　音韻表記にさいしては、主としてIPAに依拠し、咽頭化音は補助記号/ˤ/によって示した。母音
は/a, i, u, aː, iː, uː/の6種であるが、咽頭化音や喉音による強い影響を受けるため、その音声的実

対格 属格 主格

単数 1人称 -niː -iː -niː

2人称 -k/-ik

3人称 男 -h/-uː -h/-uː/-w

女 -haː -hiː/-iː

複数 1人称 -naː

2人称 -kum

3人称 -hum

B-2
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現は複雑である。 

　本発表で用いる資料は、発表者が現地調査によって収集したものである。チュニス方言によ
る4巻本の物語集及びその朗読の録音（Al-ʕIrwiː, ʕAbd-al-ʕaziːz [1989] ħikaːyaːt al-ʕIrwiː Vol. I-IV. 
2nd ed. Tunis: Al-Daːr Al-Tuːnisiːya li-l-Naʃr.）から採用した例文にはその末尾にローマ数字による
巻数とアラビア数字によるページ数を付した。朗読を含め調査に協力してくださったOuacel Krir
氏とFarouk Herzi氏にはここに感謝を申し上げる。 

2. チュニス方言のモダリティ表現 
　モダリティ論においては、モダリティは出来事のモダリティ（Event Modality）と命題提示の
モダリティ（Propsitional Modality）とに大別され、後者は「命題の真理値、もしくは事実性に対
する話者の態度」に関するモダリティであるとされる（Palmer 2001:8）。本発表が扱うのはこ
の後者のものである。 

　この命題提示のモダリティには意味的に多様なものが含まれる（否定もこれに含まれるが、
紙幅の関係上、これは省略する）。しかし、今回の発表では、意味的な分析というよりも、統
語的な特徴に基づく分析に重点を置く。チュニス方言には、この命題提示のモダリティ表現に
は、単一の副詞によって作られるものと、そうでないものの2種が存在する。このうち後者のも
のが本発表の主題に関わるが、対比のために副詞によるものを次にあげる。(2)のbaːlik《もしか
したら》は推量、(3)のyaːxiː《ところが》は予期しない結果を表す。なお、例文中の否定におい
て現れる接尾辞-ʃは否定を表すものではないが、ここでは否定辞として扱う。 

 (2) baːlik                  maː-yarˤðˤaː-ʃ [II-103]  
      もしかしたら       否定-満足するimpf.3.sg.m.-否定 
 「もしかしたら彼は満足しないかもしれない。」 

 (3) aːnaː ʃaqqiːt                itˤ-tˤriːq   yaːxiː         ðˤarbit-niː                       karhba  
       私      横切るperf.1.sg.  定-道       ところが    叩くperf.3.sg.m.-acc.1sg.  車 
 「道を横切ったら、車に轢かれた。」 

　副詞以外の命題提示のモダリティ表現では、形式的には、提示される命題の前にモダリティ
要素とそれに付随する何らかの人称要素（人称接辞、屈折辞）が現れる。これを、模式的に表
すと(4)のようになる。 

 (4) [モダリティ要素＋人称要素]　[命題] 

　(4)でいうモダリティ要素とは、不変化のモダリティ辞もしくは動詞である。モダリティ辞の
場合は、主格人称辞もしくは対格人称辞が人称要素として現れる。動詞の場合は、動詞自体が
活用、したがって人称要素が屈折辞の一部として組み込まれている場合と、動詞が「非人称」
で人称要素が属格人称辞として現れる場合がある。 

　ここでこれらのモダリティ要素と共起する人称要素について見てみると、多くの場合では命
題に含まれる主語に一致している。以下、いくつかの例を挙げる。 

　まず、モダリティ辞を取り上げる。モダリティ辞haː-, rˤaː-, mˤaː-には主格人称辞が接尾され、
後に続く命題を、haː-の場合は直接的に、rˤaː-の場合は新情報として、mˤaː-の場合は旧情報とし
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て提示する意味機能を持つ（熊切 2010）。 

 (5) haː-niː                      ʒibt-l-ik                                           qisˤsˤit-si-l-ħaddaːd [II-143]  
       直接提示-nom.1.sg.   持ってくるperf.1.sg.-～に-acc.2.sg.   物語-氏-定-鍛冶屋 
 「鍛冶屋さんの物語をあんたに持ってきたぞ！」 

 (6) rˤaː-niː                         maː-fhimt                       ʃay [II-138]  
             新情報提示-nom.1.sg     否定-理解するperf.1.sg.   何も 
 「私には何にもわからないのです。」 

 (7) mˤaː-k                          smaʕt-uː                           aːʃ   qaːl                       
       旧情報提示-nom.2.sg.    聞くperf.2.sg.-acc.3.sg.m.  何     言うperf.3.sg.m.  
      w-ʃuft-uː                                     kiːfaːʃ            ðˤrˤab-niː [I-33]  
      そして-見るperf.2.sg.-acc.3.sg.m.  どのように   殴るperf.3.sg.m.-acc.1.sg  
 「彼が何を言ったか聞き、そしてどんなふうにわたしをぶったか見たでしょ。」 

　モダリティ辞θrant-は対格人称辞とともに命題の前に現れ、《～だと分かった、だったんだ》
という発見や驚きを表す。 

 (8) qbal     kunt      nðˤunn           intiː        mutrabbiː   ammaː    tawwa  θrant-ik                    muːʃ  
       以前      (過去)   思うimpf.1.sg  あなた   良い育ち    しかし     今           ～とわかる-acc.2.sg.   否定  
            mutrabbi  ː
             良い育ち 
 「以前は君が育ちがよいと思っていたけど、今よい育ちではないということが分かった」 

　なお、このθrant-もしくはðˤrant-, ðˤnant-は動詞ðˤann《考える》の非方言的な完了形1人称もし
くは2人称単数形ðˤnant《～とわたし・あなたは考えた》に由来すると見られる。チュニス方言
でのこの動詞の1・2人称単数完了形はðˤanniːtとなる。 

　命題の前に置かれた名詞ħaqq-《権利》、kaːrˤ-《礼儀》と対格人称接尾辞の結合体は、ある行
為がなされるべきである・べきであったという話者の判断を表す.  

 (9) maː-ħaqq-naː-ʃ                    qaʕdnaː         ɣaːdiː  
       否定-～べき-acc.1.pl.-否定     座るperf.1.pl. あそこ 
 「我々はあそこにいるべきではなかった。」 

 (10) kaːrˤ-ik               ʕmalt            kiːf-hum.  
        ～べき-acc.2.sg.    するperf.2.sg  ～のように-gen.3.pl 
 「あなたは彼らのようにするべきだった。」 

　モダリティ要素が動詞の場合にはまずそのモダリティ動詞が命題の動詞と一致している場合
がある。動詞wallaː《～になる》は、文頭に置かれると、事態が最終局面に到達したという話者
の判断が示される。 

 (11) wallaː          daqq [II-286]  
         perf.3.sg.m.   ノックするperf.3.sg.m.  
 「彼はついにノックした。」 

　(12)のtˤlaʕ《上る》は、想定とは反対の事態の露見とその驚きを表わす。動詞は、例文中に現
れていない女性名詞mungaːla《腕時計》に一致している。 
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 (12) tˤalʕit                timʃiː.  
         上るperf.3.sg.f.   行くperf.3.sg.f.  
 「（壊れていると思っていたが、これの腕時計）動いた。」 

　動詞が「非人称」で人称要素が属格人称辞として現れる場合を挙げるが、この「非人称」と
は、実際には3人称単数の男性・女性形である。動詞ðˤhar《現れる》に前置詞l-《～に》と属格
人称接尾辞が接尾されると、《～のように見える・思える》という視覚や状況からの情報を元
にした推測を表すモダリティ表現となる。この場合、動詞の形は3人称単数男性形のまま不変化
である。 

 (13) maː-yuðˤhur-l-iː-ʃ                                          kaːn              baːʃ-nimʃiː  
         否定-(推測)perf.3.sg.m.-～に-gen.1.sg.-否定      ～かどうか  未来接辞-行くimpf.1.sg.  
 「私は行けそうにないな。」 

　これと同様の形式を持つのが、男性形ではなく、3人称単数女性形が常に用いられるrˤasˤsˤaːt-l-
属格人称辞《結局、～にとって～となる、とどのつまりは》であり、これは事態のあり方が他
にありえないことを示す（動詞rˤasˤsˤaːは《（船が）寄港する》の意）。 

 (14) rˤasˤsˤaːt-l-ik                mʃiːt                li-sfaːrit-ʒapɔ̃ 
         結局は-～に-gen.2.sg.     行くperf.2.sg.   ～に-大使館-日本 
 「結局のところ君は日本大使館に行った。」 

3. モダリティ表現の人称要素と主題 
　これまでの例は、モダリティ辞なりモダリティ動詞の人称要素が命題の主語と一致している
場合であった。とはいえ、命題の主語ではなく、命題の主語以外の要素の人称に一致している
と場合もないではない。 

　次の例では、モダリティ辞mˤaː-に接尾されている人称辞は、命題の主語である1人称複数では
なく、文頭に現れた主題、そして命題の目的語でもある3人称単数男性である。 

 (15) haːðaː mˤaː-huː                            nzawwʒuː-h [II-228]  
          これ    旧情報提示-nom.3.sg.m.     結婚させるimpf.1.pl.-acc.3.sg.m.  
 「こいつはといえば、我々は彼を結婚させよう。」 

　また、次の例でもmˤaː-に接尾されている人称辞は、動詞の主語ではなく、それに接尾されて
いる3人称単数女性の対格接辞に一致している。 

 (16) mˤa-hiː                          fassirt-haː-l-ik                                              nhaːr-laħad   illiː        faːt  
         旧情報提示-nom.3.sg.f.   説明するperf.1.sg.-acc.3.sg.f.-～に-gen.2.sg.  日曜日           関係詞   先週の 
 「前の日曜日にそれは説明してあげたでしょう。」 

　これらの例で考えられるのは、モダリティ要素の人称とは、主語のそれではなく、命題にお
いて主題化された人称なのではないかということである。 

　次の(17)では、haːk-itˤ-tˤufla《件の娘》は、繰り返される動詞ʕarrsitの主語であるにしても、命
題内の文頭に現れているため主題であると考えられる。したがって、その前のモダリティ動詞は
ひとつ飛びに動詞の屈折辞の主語人称に一致しているというよりも、直後の主題に一致してい
ると考える方が自然であろう。 
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 (17) wallaːt       haːk-itˤ-tˤufla  ʕarrsit                          uxt-haː              l-uːlaː        ʕarrsit  
         perf.3.sg.f.    あの-定-娘       結婚させるperf.3.sg.f.  姉妹-gen.3.sg.f.  定-最初の  結婚させるperf.3.sg.f.  
               uxt-haː              θ-θaːnya [II-278]  
               姉妹-gen.3.sg.f.  定-2番目の 
 「その娘は上の姉を結婚させ、その次の姉も結婚させるということとなった。」 

　モダリティ要素の人称は確かに命題の主語に一致していることが多いが、以下の例のように、
主語が主題となっている場合を考慮すれば、モダリティ要素と共起する人称要素を主題と一致
するものと解釈するのに矛盾は生じない。 

 (18) l-yaːquːta       rˤaː-hiː                             swaːt                       ʕaʃra aːlaːf  diːnaːr [II-125]  
         定-宝石sg.f.     新情報提示-nom.3.sg.f.     値するperf.3.sg.f.      10      1000  ディナール  
 「この宝石は１万ディナールの値ですぞ。」 

 (19) il-kalb         mˤaː-huː                          kiːf       yʕuːm                  yħall                   fumm-uː [II-260]  
         定-犬sg.m.    旧情報提示-nom.3.sg.m.  ～の時  泳ぐimpf.3.sg.m.  開くimpf.3.sg.m.  口-gen.3.sg.m.  
 「犬というものは泳ぐ時に口を開く。」 

　これまでは、モダリティ要素と共起する人称要素を後続する命題内の要素の主題化と関連付
けてきたが、その人称に一致するものが命題に含まれない場合がある。それが(13)で取り上げた
動詞ðˤharによるモダリティ表現であり、実際にはこちらの方が多い。 

 (20) ðˤharˤ-il-haː              lliː          rˤaːʒil-haː      maː-ħaːʒt-uː-ʃ                                 biː-h           
          (推測)-～に-3.sg.f.      関係詞    夫-gen.3.sg.f.  否定-必要である-gen.3.sg.m.-否定   ～を-gen.3.sg.m.  
          w-maː-yilbs-uː-ʃ                                                  bilkull [II-251]  
         そして-否定-着るimpf.3.sg.m.-acc.3.sg.m.-否定     まったく  
 「彼女には夫がそれ（衣服）をもう必要とせず、もう着ないように思えた。」 

 (21) aːnaː yuðˤhur-l-iː                    haːk-l-fuːqaːniːya    mtaːʕ-ik           ammaː  il-luːtˤaːniːyaː  
         私      (推測)-～に-gen.1.sg.        あの-定-上のもの    ～の-gen.2.sg.   しかし  定-下のもの 
         maː-kunt-ʃ             faːtˤin                   biː-haː [I-198]  
        否定-(過去)-否定    気づいている       ～に-gen.3.sg.f.  
 「上にあるヤツ（カバン）があんたので、下にあるヤツにはあんたは気づいていなかったよ 
 うに、俺は思うな。」 

　文全体の主題aːnaː《私》が文頭に現れる(21)のような例からも分かる通り、この属格人称辞も
また主題の人称と一致していると解釈することができよう。したがって、モダリティ辞やモダリ
ティ動詞に付随する人称は、文全体であれ、命題であれ、主語というよりも主題化された人称
であるとみなすことができる。 

4. 主題の人称の役割 
　副詞型を除く命題提示のモダリティ表現において、人称要素が現れる場合には、主題の人称
に一致していると考えられるということは、この主題の人称がこれらのモダリティ表現の成立
する「場」として機能しているということでもある。 

　アラビア語研究では、動詞活用における人称性（Person）が必須であることが指摘されている
（Eid 2008: 709）が、通常この人称性は活用される動詞の主語に結びつけて解釈される。しかし
ながら、本発表で取り上げた例からは、モダリティ表現においては必須なのは主語ではなく主
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題の人称性であると解釈したほうがより多くを説明する。これを模式的に表せば(22)のようにな
ろう。主題についていえば、これはない場合もあり、またある場合には命題の外か内かのどち
らかに現れうる。 

 (22) (主題)　[モダリティ要素＋主題に一致する人称]　[(主題)　命題] 

　ここで、この主題の人称について考察してみると、それはこれらのモダリティ表現において、
形態的には動詞の屈折辞、主格・対格・属格人称接辞として多様に現れている。言い換えるな
らば、形式上は区別されるこれらの人称要素は、命題提示のモダリティ表現においては、形態
論的な垣根が取り払われ、意味的には共通して主題の人称を表すことになる。 

　この現象を解釈するにあたり、おそらく2つのアプローチがあろう。ひとつは意味論的な解釈
である。すなわち、形態論的形式とは関わりなく「論理的な主題」というものを想定し、これ
らの人称要素が論理的に主題なりを表示しているとみなす考え方である。しかしながら、この
解釈は、ある人称要素がどの場合に「論理的」になり、それ以外は「形態論的」になるのかを
明らかにしない。つまり、ある対格人称接辞が、どの場合に目的語の人称に一致し、どの場合
に論理的に主題に一致するのかの基準が示されていないのである。そこで、もうひとつのアプ
ローチとして、統語的視点を導入したい。それは、これらの人称要素が主題と一致するのは、
その要素が統語的に主題化されている時のみであるとするものである。すなわち、ここでいう
主題化とは、主題そのものを除いて文頭に現れ、文のその後の部分において何らかの人称要素
として再述されるという、本発表の冒頭で触れた文法的な主題となることである。 

　これを別の言葉で言い換えるならば、人称性を媒介として主題とモダリティがこの言語にお
いては関係づけられることになるが、少なくとも統語論的なレベルで言えば、主題にしても、
モダリティにしても文全体に関わるものであるため、このような関係は想定しうるものだと言え
よう。 

　さらに、この命題提示のモダリティ表現に現れる人称要素における形態論的違いが、主題化
においては解消するという現象も、主題なり、モダリティなりが形態論よりも上の統語論的レ
ベルで働いていることに由来していると考えられる。 

5. 結論 
　本発表ではアラビア語チュニス方言の命題提示のモダリティ表現を扱い、このモダリティ形
式に随伴する形態論的に多様な人称要素が、統語的に主題化されることによって命題もしくは
文全体の主題に一致しているということを明らかにした。 
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